
貸借對照表より見たる製絲資本の構成（1）

小泉所

Tokoro KOIZUMI: Capital construction of silk-industry 

from a view point of its balance sheet. (1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）緒　　　冒

　　　鰭禰靴企羅輔成の問題は、瀬には配資栢他人資本の1：繊の問題である事は

　　齢までもない。然し麟に瞭鞭本繊鯛題は・龍劃・融入資柳繊問題のみな
　　らず、企業財産の構成問題をも取扱ふ那も周知の事季丙である。登口ち廣義に於ける企業資本構成

　　の問題は、鮒蝋俵の餅のみならず働の側をも轍ふの力漕通である・從つ磁に辮

　　資本の構成を論ずるに當つては、資本構成の問題ミ共に財騰構成の問題をも論ずる事にする。

　　　y）Cに企羅本の鰍i礪柳扱S、に當つての恥は僑ふまでもなく・鱗琳の構成醗

　　業の牧盆悔安鮒1に如｛肱る欄ヨ鰍ぽして鵬か漂穿ふ鮎である・購的幡へ尉は産

　　繊の問題の考察に當つては、當該鱗の各秘擁の繊状態・＆・iJへば固矧櫨ε瀬員植の

　　鰍割合は、該鱗倣鍛叉は安全性に如何なる1糊襖・・てri・｝るか・まナ讃本撒鯛題

　　の揚合には、自己資本S他人蛮本の構威1伏態、EIJち企業の賓水の所有關係は典の企索の安盃性

　　に良い結艮を齎してゐるかS“うか等の問題が露睨されねばならない。

　　　訳に筆者が此問題を取扱ふ揚合の立場に付て一雷する。從來製縣叢の資木構成の閏題を取扱

　　ふに、貸幽臓麟いて｝双扱つた職1畑めて少い。之は本イ立rl糊士も指摘する如く・難

　　琳の翻，麟常に輔匪がある．‘欺の製融業燃て劃論蜘臓の械される端境期に

　　於ては、流動資産も他人資本も極度に減少して居るのが囎通である。從つて斯る時期の資本梅

　　成状態を以て、製縣業の財産又は賢本状態をtド噺する馴ま極めて危瞼である。從つて多くの學

　　藩は、製綜資本の構成を論ずるに當つては、一一つの撲型的工場を想定し、工揚敷地、建物、羅

　　械、器具、又は原料震、加工費等の諸項目より所要資本額を弊定して論ずるのが常であつナこo”

i撰し斯る燃の肪にてt・，．　・Fasの辮業に付て、期資構成の1伏齢大鋤にauesす藤

…が出來ない．そこで筆禰三罠して製締鰍蝶の一欝細こ於けるll緻鰭撚せる難封
［　照表に荘蕾、端境期に於ける質本構成賦態を先づ槻察する。然し之のみにてはぬL述の如く製・

1纈本繊の魏を示し得ないので、次で製辮度内に於ける資離に資本の鋤の1聴鰐
｝察し、それが製雛業の牧盤・安至性に奥へる作用に徽討して見たい・

｝　爾この小稿の槻察の基纈料は、獄鰯昭和9年鰍H㈹1Q‘F度隈綜鮒二關ス・欄査」

iである．貸1脚㈱・鞭蹄業の資構成を罷するには沙くε繊｛ド伍綱一資糖
i　持たなくては、瀾足な成果は期待し得ないが、藪に之を訣いて居るので・上逮の資料に基浄｝論
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
｝　　述する事にする。
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　企業財産は厩別の標準を異にするにつれて色々に分類される。最も瞥通の分類は、之を固慰

財庵、流動財産の二に分つ事である。然し理論的には、企業が其の放猛機能を果す儒に濠す財　　阜

蔑の機能形態の軸化に從ひ分類するのが合理駒であるやうである。之に依れば企業財簸は固定

財塵、流動財塵、取引財薩、貨攣格財藍、準備財産iミ1こ分類される。固定財産εは一n一同の循逡過

程に於て・其の便値の一部のみを完成晶へ移韓する財塵部分であり、流動財塵εは其の便値の

全部を移韓する財庵部分であるQ取引財騰εは生巌及び販磁の目的物たる財礎部分であり、貨

幣財Pt　Nttは貨幣形態に於ける財産部分である。準備財魔ミは循選過穣の偶獲貞勺中噺に備へ｝又

は將來の郷畢のための準備金等であや。從つて製綜財産の構成を論ずる．に當つても、上述の分

類法に從ひ、期徽状態轍書儲5あが合鋤働るが、癬1端鴻の制約のt、め漕通

の分類法に從嘩幽朧・流動購の二に分けて論ずる馴こずe・「細緬ll欄3ノ綱査」に

依れば騨圃定資塵中＝ハ土地、建物、、機櫨器具・、将許黙及鶯業懐導ヲ含ミ、共他資疏窒中ニハ

齪資醐外ノ難螂・含孔、亨嚇されて鵬から・繍で1隙する灘購の中には
取引財鵬、賀幣財塵及び準備財旋中流動的性質をもつもの等が包含される蕊駅こなるo，

第1灘蠕鰍篠の瞬撫li犬働瀧るものである．之轍て艮掻隙牌を見れ
ば、昭抑9年度、引 ｺ和1（）年度共に略同様の値が示されて贋る。先づ愈毒1：全髄に付て弛れば、

　　　rr　　　t　　　　　　　’　　，’　　く　　　　　　：　　　　　　　ト　，　　ユ

・　lt　　　　第壌製辮轍の財灘意獣鱒　　　　、

宅昭

肛和

「9

ミ礁

’度

昭

【和

IIo

・年

！度

5

養　　　　　　職

固　定　鋒　熊

其　　　　　　仙・

贅産rl：闘定i終熊の
海むる割合（％）

贅熊中」寿他の占む
るiaSti合（％）

鍛　　　　　庵

固　定㌧i酸　熊・

其　　　　　　他

贅産申圃’定蚕巌の
占むる害瑠命（％）

贅鷹中其他の占む
る割合（％）

　　　　署

合名會灘 合養會示1：

　　　　ドエ　　　　ド　　　　　　　
10茅039・900　　　　　　，1｛・163・603

5，570．580，　　　　　　4、535．587

4；469占320　　　　　　　　6，628．016

　　55。5　　　　　　　　　　　　46，0

44．5

10．27Lε50

5，172の580

5。099。270

50．4

49　，6

54，◎

．11，350．7C5

　4，576，！17

　6．774，588

　　　40．3

59　．7

株　式　曾　灘

’　　　　　　　lil

204，240．939

　92．61S、219

1！11，625．720

　　　　45，3

　　　　54．7

　223。535．9ア2

　93。259，441

t　130，276，53：

　　　　41，7

58．3

合　　　　謝’

　　　　ltl
225．444，442

．！02．721，386

！22．723．OS6

　・　　45，6

1　　54．4

』盤懸糸局　製綜會庶に關する調査より作成

　245，158．527

　103，008，138

1　142．150．389

　　　　42，0

58．O

掴定楚ε瀬難の比翻、聯度に於て磁5駄・0鞭に於て4弧58輪励、
資巌中流動資塵⑱占むる比傘が大なるこεを示して展る。常識的には貸惜鋤照説の作成される

剛明は、流動資産が極慶に減少して居る端境期であるε考へられて屠るから、上述の財塵構成

比傘はγ兇委當を鉄く数字のやうに思はれる。從つて蕎人が上述の数字の當否を制噺する爲に

（3）　rド酉ヱぼ雄氏　 療護崔撃瀞謬蓉辱購　 37ヱ頁

くの鍛Pt局聯rロQ鞭購會XtLt・こ關する調査刷滲照
（5） ｰ繍箆動灘誌て鵬趨潰糠甜る醐定的財鱒9て購帆ある・
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1　　　は・製綜曾剃：の決弊期周εの陪屋係を見なければならない。第2表に依れば、昭和9年度、昭

i　即゜年鰍・鰍蝦中75％以上は明細から5月却に耳つて聯捕つて鵬から・
i　　大部分の會耐：は端境期に近く決鋒を行つて腓る事は礁かである。然しながら2月から3月にか

i　　けては一般に春挽の最盛期であるので3、些月以薗に決弊を行ふ會乖llに於ては、原料繭を・爾相

i　　當程度保有して居るであらラ。斯様な關係から上述の如き財薩構成比傘が示されたのであつ

i　て諾し辮鰍が何穐5月宋日に決勲行晶刎しナ・ならば、鰭中溺鋤簸の占栃
i　　割合は極度に縮少して居るであらう。　　　　、．　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　・　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　〔e）
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　次に企業形態別に財塵構成比率を見れば、合資會就、株式會耐：は爾年共に資産中流動資産の

薦むる割合は固定資塵の之れよりも大ざなつて贋る。合名會耐：に於ては、之ざ逆の現象を示し

資産中流動資塵の占むる割合は小εなつて屠る。この鮎に關しても吾々は決算期日ざの關係に

於て歎字の當否を8岡断しなくてはならない。第2表に依れば合名會所tに於ては5月31日決錦を

行ふもの昭和9年度に｛よ53％、10年度には猛％を1聾めて屠る。從つてこの企業形態にありて

は、決算期日に頗料繭を保有して居る勧II激は比較的少い。この爲に合名會趾企業に於ては財
　　　　　　　％　　　　　　　　f’e　　　P！e
産構成比率が55．5：4粥、50．4：49．6ε示されたε解する事が出來よう。叉株式會砒企業に於で

はs，決舘期日3月31日のもの最も多く昭和9年慶には37％、10年慶には39　％tbe　tllめ、4月3」

日のものをも加へる憲50％以上に遠するから、決算期日に原料繭の保腐騒は相當程度あり、

從て流動資産の占むる割合が大ミなつて居る貼も首肯し褐る轟柄である。然るに合資會胱企i業

に於ては決算期目5月31日のもの最も多く、昭和9年度には50％、10年度には53％に及ん

で居るのに、財崖構成比傘に於て株式會耽企業ε頗る趣を同じうしてゐる罰は了解に苦しむ鮎

である。5月31日ε云へば原料繭は殆んさ資金化されて了つた時期である。夫にも拘ら『ず流動

資巌が固定資塵より大なる比傘を示して暦る劇よ、此の形態に於ては、・原料繭以外の流動資塵

が多いか、逆に固定資薩が頗る貧弱である事に起因してゐるであらうε思はれる。

　　　　　　　　　　　　第3i炎　製綜會温の親模虹装備状況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
　備　考　r製綜會瓢に闘する調査」より作威。
　　　駄
　第3衷に依れば、合費會砒企業に於ては、100釜未満の小規模工揚が63％を占めて居り、

且っ其の装備繰綜機中多條繰綜磯は僅に3．9　％であり、この企業形態の固定資本部分の貧弱さ

を物語つて屠る。又この企業形態の流動資産部分に付て考ふるもs流動資産をば製晶、掛貸

金、受取手形、銀行預金等の形態で多く所有して居るεは考へられない。蓋iしこの形態に於て

は、後述する如く、他人資乍に依頼して居る部分が極めて大きいから、斯る鯨俗ある経醤は到

底之を許されないからである。だから此の企業形態の流動資産の占むる翻合が大なる事は寸決

して固定資産の利用密度を大ならしめるやうな流動資騰部分が大なる事を意昧するめではなく

て・郭騰の難鱒からしめるやうな瀬資産漱なる事に伽のである・斯る理由から
　　りして、合資曾就企業の資産中流動資塵が大なる事は、一方に於ては、固定費産が貧弱であり、

他方に於ては経螢の罠櫓を重からしめるが加き流動資塵部分が大なる事に遡因すろのであつ

て、この企業形態の財産購成比牽が株式會就企業の之ε趣を同じうして居る5難、其｛り内容に

は大なる相建がある黙に留意せねばならない。

　要之、製綜業全騰ざして之を見ればM市況が特に不況でない限り、端境期1こは沸動資産は極
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1

　　　度に縮少して居るご稽する事が出來よう。　　　、
I

l　　“次に製綜年度内に於ける財塵構戒状態の攣動の姿を見よう。嘗ふま費もなく製綜財産の構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

i　　に鍵化を興へる最大な要素はs流動資塵中猟料繭の増減ε、之に關聯をもっ製品の賛金化状態

i　　である。固症資塵の年度内に於ける攣動蚊に原料繭を除ける残剖1の流動資塵の礎動は概めて少

i　　い。從つて藪では原料繭の堰減ε製晶の資金化状態に關する二の閥題をざりあげヤその痩動が

i　貝推轍に奥へる羅襯察しナ、いカ㍉それに先だ欄の流動難中、liiむる地位の腰幽翻

1　　　し若干考察しようo

I　　・t一原料繭が流動資塵総額に劉し幾割を占めて屠るかに關してta：　，i大｛燈之を推知し得る｝こ過詳な

［　　い6弦では模型型を想定して所要流動資本の内藤を弊定する方法を棄て、麗用の側から流動資

　　　産中原料繭の占むる割合を窺知して見よう。言ふまでもなく製綜業に於りる流動資塵は一製綿

1　　年度内に其の便値の全部を鷺用化するものではない。或るものは其の一灘分のみを輩用化し．・

　　　叉或るものは一年度内に幾度も盟用化する。具艦的に言へば、製綜業に於ける流動資産は原料

1　　繭懲動力用燃料v製晶及副製品・用嵐鴇賄品・假捌魔・、未牧入蝋貸金叉は掛貸金、愛取乎

i形瀬金難現欝曜囎より繊されて鵬であらうが・例へ醐度嗣繍の購蹴
　　　年に瓦つて農用化し魔受取乎形v預金現金の如き1よ年度内に幾度も雌用化する。．從つて嚴密に

　　　言へば、費用化の割合及遽度が判明しなくては・豊用の側から流動資騰中blミ料繭ε其他の資巌

　　　部分の占むる割合が娼て來ないのであるが》製綜業の流動資産項目中には年慶13jに費用化しな

　　　い部分は一般には楓めて少く・且つ盗用化が繰返し行はれるのはsiE　t一して繭出廻期に限られ

　　　てゐるので、流動資産総額は繭代金総額ε翔工齪総額の合計に比較的近似して腿るのではない

　　　かε思はれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、　、，

　　　．學春が流動資塵を弊定するにN多くは關代金総額ミ加工蛮継額Sを加算して之を鎌出して暦

　　　るのを見れば、上逮の推定も翼更危瞼な推定ではないであらう。若し上逮の假定が許されゐな

　　　ちば灘榊酬灘鷹郎のエヒ翻、その灘動鰭中原㈱ξ其他の難のt、li　“tLrる船

　　　を示すこミになる。

　　　　第4表に依れば、昭和5年以來繭便は異常に低下したに拘らず・生綜百斤を生塵するに要す

i　ゐ原欄代の願繍に鮒る割合は・自昭和4羅噛19盗μ個鱒堪於て・73・4・％be・示

1　　して居る。更に第5表に依て生産額に鋤する原料闘使用搬割合を見れば・1粥010年に於ては
1　　74．9％に及んで居る。甲以．ヒニの資料に依て、生綜原便中原料繭の占むる割合は70％以上であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
1　　　る事を知り得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　1

’　　・・＋：い・　一’第4衷生綜原便中1こ占むる原料繭代割合　倒生綜100斤）

1　　　．1・1　・ピ　・．

1
i’加　瓢1、i拠

、1　　　　　　　昭　和

1　　．，4／．　序

1　、5、椿
1　耀、陣
1　：グ、年
ti　　　　　　xi　L・ゾロ，　’

1　　　9　　艇
1　　　　、・’．
羅

　　　．3。岩

　　　236　　1
・i、・；1，　．．173

　　　170

　　　171
　，11’　．・　　d

・原料・i
　円
1，080

5り1

　495

　7i2

　332

計

丁円

1．389

737

　668

　882

　5り2

合計申加工費
の占むる劇含

　％
22，2

32。0

26　．O

！9、0

34．O

合計中原料代
のtG［むる魯『合

　％　Lt
77．8

68。Q

74，0

81．0

66、o　’

　　・構照襯鞭蝋糠飴聯合會製辮綴榊る…
　

　

　

難

（7）本位畔男氏上偶霜42＞頁、nas本ntS三tE上掲書2。5頁

（8）　郡是製綜會fft丘、片倉製懸會砒の糟業報告参照　　　　　　　　　　　　　げ

（9）　本位田弾男馬　叢偶書424頁、輻塞旋　上才禺醤，128頁蓼Q耳頁



第冒四1號〕1　　　　　　　　　　貸僻劉照ヨミより見たる製綜費本の構成　　　　　　　　　　　　　　2491

’　　　　　　　　　第5表　生塵額中に占むる原料及材料紬使用蚤瀕」合

1生産額橿澱糊繭…料（・）雛欝i
昭　測

1　0・年

11確

　　　　円　　　　　　　　　　　円
484．586．816　　　　　373、5⊃9，4つ6

504，158，439　　　　　415，1〔｝2，010

　　　　円　　　　　　　　　　　％
363，037．469　　　　　　　　　　　ン7，1

一　　　　」　　82．3

Bの生産額に
謝する捌合　　　1

備　考　工揚統計表（ll召羽110f’IZ、　エエ　fi｝三度）による。

7讃9，

　　　1　製綜雛中には生綜、玉統、其他の製藤を含むo生綜に關して蛍へばAの生産額に鋤する割含
　　，t　　昭’和IO益1許こは77。1％、、11年に｝ま82．2％、　Bl）∠ヒ薩頗にi封．する割合・はHIS和ユOhr．74，8・％であるo

　　　　　從つて加τ霞の占むる罰合は30％以下になるわけである。轄し前蓮せる如く撫用内繹の比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　　ア’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　ヒ

奉ε流動財薩内隷の比牽ξが略近似してゐるεするならば、流動資塵中原料繭の市むる割合は

廟継きく1・馳の鱗紛1よ駄脚であ窟蕾榔洲來る9カll之騨畷酬分に
はi郵罎痢乏しいの辱繭｝IZ，は極φて攻なる華節性輝あるs：，すれば・流動資産1こ鍵動を寒へ．6A

因子は專ら原料繭であるε云ふ？jgが出來る。　　i
　ま　　　　　　　　　　　　　じ　　　　’　　　　　　ド　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　t　　　　　　T

　　　1　　　　1第6俵全圃愈庫月別繭在袴禺在高（馴軒簡・1千圃）、

1　月

12　月

！3∴月

4．、月

5　．月

鰹卿調　、

　7　月

8　月

’” X・昌月　“

10　月

Zl　月

・12・・月

昭　羽19　「tfl

卿剥金1叡

1，
295

249

180

119

60

・234

　　214

i　208

　　223

327

274

21＆、

15．396

’13，155

9，482

6，201

3，108

9，972

8．942

8，141，

ブゆ7◎1

11，527

．工0，796

9．64．1・

111｛和　10年

数　鷺　金　額

188

154

100

53

9

1§2

171

Igo

24ブ

331

272

211

8。37t

6，801

4．581

　ヂ
2．646

475

10．Q50

9．101

10．840

14，336

23。440

19．388

15，228

昭和　11年

藪到金糊

208

183

129

82

28

228

216

．250

294

408・

368

298．

13・，932

11，709

8．067

5、・153

1・・656

13．，928

13，315

14，62工

16．729

23，009

、21．237

ユ7．213

昭和　12向…

数澱匝額

121

231

157

78

9

280

3Q5

，3s8

423

518

　452

＿368

昭零013僻

1＝　meim＝　m＝th　＝±

8．OB2

13。536

9．485

4．749

678

19．062

20．；523

21．437

22．721

27P939

24韻6

20」64

敷無ll命鶴，

321

’258

172

99

34

234

17。543’

il　13．777

’9，326

5　，601　’

2．316

エ2・亭79

烈

　t　－『・　　　∵　　　　「　　，’ト　　　　　　　　　．’　　　　　　　　　　　・
備漁目縮髄舗鰍躁京工歎墨干締螂聯磐による・　1．．
獅表雌齢庫朋欄舗現在高を示せるものマある・言硝でもなく・4の表は製繊

に依ゐ手持又は所蒋原料繭の増滅傾向を示すに過ぎないのであつて・製綜象に依る月別厨有高

曾減の實数を示すものではない。本蓑に依れば、各年度共端境期の5月に於では、倉庫蕉荷高

は極めて少くべ自昭和9年至昭和12年4箇年準均は個敷に於て27．ooo箇、金額に於て1．断卑．9P

O圓『に過夢ない6然るに6且に入るや、繭の保管委託は俄然増加し、4箇年駈ZF均に於て箇歎23

1．000箇～金ac13．253．000圓に蓬する。訳で七月には概ね静年慶共減少するが、其後10月までは

一ガ的1こ増加し、・各年度共10月に於て最高鮎に達し・て屠る。而して10月に於ける最近4箇年

靭1舳激3蜘0箇、錨2塒9POO圓である。5朋縞め帆14倍の勒である謙し
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ながら10月以降は、其年の市況如何に依り多少の相違はあるが、一方的に減少し5月に翌つ

て最低慰に達する。今3月及5月の繭在荷現在高を100εする4箇年李均の各月指撒を見れば

モ次の如くである。

　　　　　　　　　第7表　5月及3月を100εせる4箇年軍均各月指数

4　箇’年

軍　．均

5月・を100

とせる昏
月の指数

3月を100
とせる沓
月の指数

敷澱

金額

数鍛

金額

撒慨

金額

6
J

7

　千簡
　231　　227
　千円
噛13．25312．970

856

896

165

169

841

877

162

164

8

252

13，760

933

930

工80

174

9

297

15，372

，1・101

1．039

212

195

IO

396

21．479

1，467

1，452

283

273

11

342

19．044

1，267

1，28ε

244

242

12

274

！5．562

1，015

1．052

196

198

il・

210

1L982

778

81　c）

工50

152

207

11．456

76ア

775

148

146

3

140

7．865

519

53多

100

100

4

78

4。537

289

307

56

58

51

27

1，479

loo

100

19

19

備　　考　　第6表により｛乍成o

　　　即ち3月の繭（E荷高を100Sする各月指撒は、聯囎繭仕入後の6月には箇薮、金額夫々165。

　　169であり、夏秋獄關仕入後の10月には箇数に於て283、金額に於て273である。然るに5月

　　の繭在荷高ig　100書する指敷に依れば、9月には箇数、金額夫々856、896、10月には箇鰍に於

　　て1．467、金額に於て1・452に蓬iして贋る。從つて倉鷹繭准荷高の増減傾向が製孫企e漿　一一般の

　　瞬有原料繭の増減傾向ε一致するものSするならば・3月宋に決弊を行ふ製懸會瀧ヒにありては

　　流動資産中原料繭の占むる部分は6月には大凡1・6借・10月には2・8倍の膨脹を爲して居るわ

　　けである。然るに5月に決鎌を行ふものにありては、6月には大凡8．5倍、10月には實にユ4倍

　　の膨膜を示して居るε言ふ窮が出來よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一“

｛　　　尚上述め製赫企業に依る所有原料繭の増減傾向を確める儒、長野縣岡谷市｝こ本膚を有する誠

　　訪愈庫會融の月別繭入出庫状況を示せば次の如くである。　　　　　・

、　　　　　　　　　第8表諏訪倉庫本店月別繭入出庫高表　・

I

I　　　　　　準

T

i　　　　　　　e

E

l

i入庫｛・eLSL一入・鷹
年 看 漏 碓　却 お

10，　6 75，157 10，950 64，207 IL　　6 78，730

7 29，770 41，449 52，528 7 27，824

8 53，785 35941 70，372 8 56，922

9 69，389 33，597 106，164 9 53，454

ユo 6つ：〃199 1　　　35，698 ！30，665 工0 63，042

ユ1 ・　　　5．698 ♂308工4 IO5，549 ！1 10，983

1・・@12 ・炉@L600 26，524 80，625 12 4．4c5

9二f1，11’ 13・ ，LO夏3 79，625 12，　1 4，039

！　　2 18 3，278 76，365 2 4，247

3 728 23，Q36 54，G57 3 8，599

・4 1，325 23、0臼3 32，289 4 6，085

㌔1』 T・ 22，621 IO，346 5 6，302

・・庫睡高

　　19。ま34

幽　4L939

’　　32，435

，　29，839

　　36．425

　　32，541

　圏28．805・

　　2．07Q，

　　工4．848

　　29．692

　　3L2黛9

　127，44i
げ

69．942

56．227

80．7ユ4

104，329

130．946

109．3ε8

84。988

86，957

76．356

，．55・263

30．119

　8．980
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mL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t－一一

Sll　’J

12．　6

　　7

　　8

　　9

　　1Q

　11
　12
13，　1

　　2

入　　庫

121．1藷

30，421

63、883

5i．838

69．571

12．810

3．559

1，830

2，368

田　　庫

　　眉
22．394

37．974

33，883

・37，566

36．475

37．253

31．595

14，945

30，623

残　　高

、　　　　墳
　！07，742

100，1δ9

工30。189

14d．，461

177．55γ

153，114

125、078

111，963

83．708

ぱ琶
4

5

6

7

8

9

10

入　　旗

　　君
6。641

9，674

4，219

128．004

35，979

57．611

8L570

69、929

田　　filiC

一一一一｝V
　　38，667

30．286

24，774

24、814

42．243

38，7ン9

34．888

37。634

窺　　高

備　考　残高欄の微字は昭利10年5月よyの繰越残高不朋の駕め砦干の湘遜あるならん。，

　　　　　　第9表5月及3月を100Sせる3箇年残高耶均昏月指撒

　　石
51、682

3LO70

’10，515

1ユ3，7G5

107，441

126273

172．955

205，250

3箇年
卒　均

βJl　「n　lo｛1

と璽る戴城

3月「e100
とせ厨髭肱

6　　　　7
月

　　凋
80．630　66．3夏5

　810　　667

　151　　124

8

93，758

　943

　176

9

II8、318

　1．189

　221

10　　　　11　　　12　　　　1

146．389

　1　，471

　274

2　　　3

122，6841　96，8971　92，8、81　78，81。1，3，33、

　1．233　　　　974　　　　933　　　　ン92　　　　516

　23°18211741！4ρ1°°

4　　　　5

31。159、　9947

　3：3　　100

　　58　　　19

　第8表により作成

　邸ち之に依るも5月には繭の在蒋現在高は繊めて少く、自昭和10隼至昭和工2年3箇傘卒

均に於丁10・OOO・Nに満たない。然るに6月には俄然∫曾加して5月宋残高の大凡8倍を示して腸

る。7月には若干減少を示すが・それ以降10月までは一方i灼に増舶して、IO月に最高頂に蓬し

5月宋残高の14倍に及んで屠る。10月以降は減少の一途を辿り5月に翌つて最低鼎iに蓮する6

いま全國倉庫繭在荷高ざ諏紡倉庫の其れミを比較し、之を圖示すれば訳の如くである。

　　　　　　　第1圏　全國倉庫及諏紡愈庫に於ける繭在荷現在高櫓減比較　　　　’

　　　1500

　　　1400

　　　ユ300

　　　12り0

　　　1100

　　’IOOO

，　　　　900

　　　800

　　　700
　　　6DO
，．　　　　500

　　　400

　　　300

　　　200
　．　　　100

　　　　　　　ノ　、　　　　一一綿館

：　　ノ　　＼　　　　　　“　　、

　　　　　　　　　　　　　　、

5月6　78　910ユ1ユ21　2　3 4　5
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　　　　第1麗に依れば爾奮εも殆ん曹岡一傾庫〕を示して屠る。唯若：F異なるのは・諏訪愈庫に於て

　　　は7月の繭在荷高の減少割合が若ごF弧く、1月乃i至2月の減少害拾が弱いS云ふ事だ1；rであ

　　　る。咽乃至2肋倉庫繭在荷高o）減鋼合が少いのは・イ1洲に於ては氣候の關係上塞休をす

　　　る製綜家が多い事に起困するであらう。
　　　　要之》繭倉庫側から見た受託繭の1曾減傾向が製綜企業に依る粧イ∫原料繭の増減｛頃向ε一致す

・　　るものざ假定すれば、第6表乃至第9表の数掌は製綜企業に依る所萄原料繭の埆減獲化の｝伏況

1　　を1示するのご云ふ轟が出來る。從つて流動資灌総額の大凡70％を占めるtL豫想される原料繭

　　　が一製綜年度内に上述の如き慶化を示すεするならば、流動資巌総額も之につれて憂化し、財

　　　産構成比挙は年度の過程中に於て著しく鍵化するであらう。

　　　　次に製砧である生縣の側から其れが流動資騰の漿化に及ぼす影響を見よう。盤し製温炉直ち

1　　に販蔑せられずして、乎持高が多ければ、一方に於て1｝ll料繭が減少しても他方に於て製品が嚇

　　　加してゐるから、原料繭の滅少も流動資塵には大した影響を典へないからである。常識的には

　　　製綜企業は、原料繭購入の篇に多額の他八資本を惜入れて暦るから其の携碑の爲にs叉繭掛廻

　　　期には購繭資金を豊窟にす61t，に、製品の資金化は出來る限り急いで層るざ解されて歴｝る。從

　　　って弦に於ては上述の解郡の恨躁を離めて見よう。

1　　　　　　　　　　　　　　　第10表　生綜の製遣の販斑及び繰越敷燈　　　　　　　　　1

昭和9岬度

昭和1Q僻度

離糧讐禁（A）

925，575

504．048

鍵魑簸禦（B）鑑犠諾蒙（G）

　　　貸’　　　　サ　　　筑
工1．346，772　　　　1i．105．650

10．329，0’10　　　　　10，123。555

轟犠鞭（・）

5（）4．048

442．399

（A十B）中（C）（A十1玉）中（D）

の占むる割含の占むる轡1脅

9F　，9　　　　　4ぼ

95，9　　　　　41

1　　備考欝渦、昭和9年・10澄1疲登國機械製綜工揚調による・　　　　I
I　　　・　（A＋B）－o＝Dとなるべきであるが・牢蜘こ於ては・謝：に砦干の嚇塗がある。　　’

！　　　第10i表に依れば、本年度生綜製遣藪蟄は殆んさ蜜却し叢されて・i次年慶へφ繰撃数轍は僅

1少であ碍渕る・豊噸腓慶蜥繰翻戦本鞭辮製融燈鱒へ渦の閾塑牌
i　　度生綜販蔑数量の罰念は昭和9年10年度共95．9を示し、欽年度への繰越撒量は僅に4・．1に過

I　　　　　l　　　　第11表横神爾市揚月別壬1三縣入荷高、（呈艮位俄）

i　　　　　月
1　　　　　　　1

　　　　　2

　　　　　3

｝　　　　　4

旨　　　　　　5
1　　　　　　串

　　　　　6

1　　　　　　7

，　　　　　　8

、　　　　　　9

「　　　　　　ユ0

　　　　11

　　　　12i

昭和8年

25．757塗

21。126垂

37，551

39，308垂

44．764

34．1工4

67，578

64・235養

51，601・1

53・282k

54．138壷

46、400垂

同　　9年

53．675垂

34，287垂

40，024

42，205

42．814

36，473

54．563養

59，019

48。792

54・251量

45・398量

48．．388愛

同　！o年

33，934

34・232垂

46．067

45。474壷

41・528養

31．320義

56．590曇

61，513垂

59，466

54・632垂

’50・754登

53，337垂

同　11年

27，856

27．991登

38．516

35。706

3L889

25・823畳

51．081養

55．680塁

50．627

53，662

56．651

58．282垂

自8年6月蟹
11年5月に鍵
る3箇年準均

38．488

32、170

41，936

4工，128

38．744

33，969

59，567

61．’T89

53，286

54．055

50、097

49．375

6月を100と
、せる各」ヨ指数

1　　　備　考　横濱生赫槍査所調査報告による。　　　　’　”　　　　　　　　’／

113

95

122

121

114、

Ioo

176

181

157

159

148

146
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180

170

160

150

140

130

120

！10

100

6Jl　　7　　　8　　　9　　10　　11　　12　　　1　　2　　　3　　　4　　　5　　6

夢ない。この事からして年度内蛋系糸製彊敷」詮は」奪の年度内に殆ん曹斑却し盤される事が分る。

然ちば月別生系繊闘伏焼は女白何。　　　　j　　　　　　　　　　　　II

　製孫企叢に依る月別生綜販燦状況に關しτも戴に資料を倣いて贋るので、横紳爾坐縣市揚に

於ける月別生綜入荷歎量により之を推定する事にする。第11表及第2圃に依れば、各年度共

自7肺12朋燗に於て‘騰人荷囎1漸然多い・この脚1に如では3、4∫ヨの候である。

前者は所謂夏挽の期閥であり、後潜は春挽の候に一一致する。夏挽期に於ける生縣入荷倣蚤が其

他の剛田に比し噺然多いの1よ、この期間が原料繭f．1：入期蜘シド末決諮資金の瓢穿要期に當つて腸

る爲、製品の資金化を要求される結果に基くであらう。璽に上蓮の事情は繊度別生綜入荷歎量

にも示されて贋るのであつて、第12表に依れば6月乃聚8月の候には二十一中の入荷轍量は

十四中のそれを海に凌駕してde，る。雷ふまでもなく二十一中は繊度が太い生綜であるから、繰

縣能肇はあがり軍位剛lll當繰縣猷は一1・四中よりも癌に多い。（第13表褻照）從つて二十一中は

策位當便格は十四巾より低レ・εするも、躍伽1絹1當繰綜蟄を大ならしめる事に依て、手取金総

額を大ならしめる事が田來る。この窮は購繭期節に二十一巾の澱剃1市揚への入荷量を大ならし

める大きな原因であるであらう。

　　　　　　　　第12表繊度別生縣入荷撒澱（濱剥輌衛鋤概立俵）・

昭　　　和　　　1　　0　　　銀

1引・一・一引・「・レ1・｝・｝1。r111121翫i％
十四
中

二十
一巾

翼他

18．483

15，126

325

16．3Sll22．，2、124　，　92、1

t7．597

・254

　垂

22、437

　　羨

　go3
　　愛

f9．769

781

　受

22．392

　　養

！8．831

305

16．291

14、465

　　蚤

　564

22．，。、126．225

　　！・s
33．067　　34．363
　　養

1。102　　　925

34．438

24　，・181

847

34，242

　　垂

19，897

　　費

　492
　　豊

64．234

　　義

16　，082

438

　ww”’〔7
il：：：／；：：：：：i

　781　「t7，725

53．go

44．74

1，’R6

昭　　　　和　　　　ユ　　　1　、　年　　　　　　　　　　　　　。

十四
中

二十
’一

其他

151480

11，980

396

15，820

　　量

11、875

296

畷1｝誉 18．812

　　量

王2、060

　　壷

1．Q16

12．826

12　，489

　　垂

　508

　鹸

備　考　横濱生怒槍査所調査報告による。

18．625
壷

31，22・t

932

　　t
23p55826，109
　　1
i31，52923．773
　　剥　　　，1

　s93　　744
　　　　　登

　。　1
28．252　　129，762

24，661

479

26，215

710

31，177

26．351

　　曇

　754

263。375

2メ1・822

8、569

　s

51，26

47。07

L67
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1　　　　　　　　　　　　　鯵3囲　繊度別生懸入荷撒量

1　　　　　　　4　萬俵

2　　　　　　　　3．5萬俵

i　　　　　　　　3　萬俵

…　　　　　　　　2・5萬陵

！　　　　　　　2萬阪

　　　　　　　L5萬俵

　　　　　　　1萬俄

　　　　　　　　　　11J　23456789101112
第13表　目的繊度による繰綜能傘

1時閏援緒能串
1　　　　日的繊度　…　　　　　一一一一一

1　　　総剰鰍剃不能数
一　　　　　一　　　＿＿＿：常＝＝ニニ鳳　胴離瓢一＝

　　　　　　　　m
レト　．匹！　epl・r，　　　　　545

二二十岬pl：　　　　　611

5。魁

570

濯

41

繰縣　rl・　　1　時　間

切　　蜥　　繰懸撤

間　　　　　　　匁
4　　　　　16．22

1　　　　　19，47

生綜澱

，備　考　団村熊次郎民　製綜墨新藩437頁盛照。

匁

92、82

93．OO

｝　　　上述の如く生縣の1賓紳爾市揚への入荷数燈は肖7月i至12月期間ざ自3月i蓋4月期槻に山を

1　　作り1、・2月ざ5、6月の候に谷を形成してゐるが、然らばこの傾向は製綜企塁落に依る原料繭浦

’　　鷺傾向NS　一一致するか。若し爾者が同一歩調をざるならば、この事は繭は繰綜されるや直ちに販

1　　鐙される婁を意味する。全國倉庫に關しては繭の出庫状況が示されて屠ないので、諏訪倉庫本

’　　店調査にか・る数掌に依り、繭の月別出庫状況を窺へばi次の如くである。

：　　　“　　　　　　　　　第14表　諏訪倉庫本店3箇年耶均繭蹴庫高

16・II”1　71・回⑩い1国　1

；　　　　　　　　　　　　　　　石

1　　3箇年耶均17・493

1　　　　指　　　数　　　1QO

40，321

231

1　　　2　　　3 4

3、。。8633．6673、，19，33．5361、、，，，56，。。916．25。3。、4651、，．、。、

195 192　　　207　　　　192 166 34　　93　　174 162

5

24，945

143

　　　　備　 考　 第8著養iによリイ乍虚～o

　　　　即ち填14表蚊に第4圖に依れば・3箇年軍均に於て繭出庫の最も多い期閥は自7月至12月

　　　期間であり、之に次いでは3、4月の候である。1、2月蚊に5．6月の候は谷を形成して居り、

i　　濱紳爾市揚への月別生赫入荷数燈ε殆さ並行して居る（第2圖塗照）。若し月別繭田倉1伏況に

…　　關する、より以上の資料が奥へられるならば、’上述の傾向はより明確に實謹されるであらうε

1　　思はれる。斯る事騰よりして、繭は繰綜されるや直ちに販慶される事を知る。從つて製綜企業

1　　に俵る手持生縣が謝んで、之izが流動資産に影響する娼き場合は、特に市況が不況である揚合

i　　を除いては～殆んき颯辱いであらう窮が想像される。從つて製品の資金化は一方的に流動財産を

i　　縮少せしめる。勿論生縣壷上代金が製縣企業の手元に保有される限り、製晶の賓金化も流動財

…　　産を縮少せしめないが、之が許されない現駅に於ては、製品の資金化は一方的に流動財産を縮

｝　　少せしめるε言ひ得よう。
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　以上に互つて縷述せし所を要約すれば訳の如く書ふ事がHl來る。　UIJち端境期に撫ナる財巌中

流動資塵の占むる割合は極めて少い。撚し之は馴1欄蛇に製品が大4覆金化された後の朕態で

あるから・鰭業のll櫨繊勅£しく示すものではない。從つて蜥糸年度内の期灘繊σ慶動

の1伏態を槻察する必要がある。固窟財産には一般に學衝wi性がないから、年度内に増減鍵化を來

すものは流動資産の側である。流動資魔の内にありても加工蛮支獅の偲こ使用ぎれる部分には

季節性が乏しいので、流動賢塵に漫化を輿へるものは原料繭の増減ε製品の賢金化遽度であ

る。然るに製品は直ちに璽却し盤され、彫持部分は極めで少いので、年度内に於て流動資産を

膨脹させる1＊1子は專ら醸料繭である。而して原料購は6月よりIO月に颪って膨眼し、10月に

於て最高頂に蓮し、それ以降は一方的に縮少し翌年5月に璽つて最低錨に逮する。從つて製懸

業に於ける財遼構放比牽は原料繭の増減鍵化の度合如何に從ひ攣化するのであつて、夏挽期、

特に10月前後には流動資塵は薯しく膨脹して居る霊稗するこ書が出來る。

　上述の如く流動資産は原料繭の櫓加に起國して、年度の過程中に於て著しく膨脹を來すので

あるが、其の結果、年度内に於ける固定資産総額に麹する所要流動資塵総額の割合は非常に大

Sなるのであつて、著名な二、三の麟轡に依り推楚計鐘された結果を示せば次の如くである。

　　　　　　　　本位田博士の計蝶（300釜工凄を纒蕾する揚合）tt
　　　　　　　　　　　固　　知邑　　資　　本　　　　15（）．OOO円　　　　（2α55％）

　　　　　　　　　　　流　　動　　資　　本　　　　581．eOO　　　　（79，45　）

　　　　　　　　itm，本教授の計弊（200　es工揚を縄螢する揚合）

　　　　　　　　　　　圃定資本　］88．GOO円　（27．79の
　　　　　　　　　　　流　　動　　資　　本　　　　570．311　　　　（75．2⊥　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭　　　　　　　　早川博士の　計箪　（100釜工揚を維管する揚合）
　　　　　　　　　　　基　礎　白勺　資　本　　　　　77。173t9　　　　（16．79．g）　．

　　　　　　　　　　　流　　軍力　　資　　本　　　　382．268　　　　　（85。21　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（le）

（1。）本位鴫蝦流畷本中・原料繭鷺貫當4臥踏鰻をユo。斤’ss・1・・1’圓としてgegeさる（同re、
　　葡掲書426頁参照）。渦本教授は繭購入数鍛、春繭6割、聯秋繭4鮒とし、蹴欝聯繭3圓96、夏
　　秋繭3圓81として群算さるo醗梯金の欝弊に關しては、同氏「前掲書」第6融滲照。イ町氏は流動
　　賛本の同轄を考慮に入れた製縣業轡による蟹際の所要流動費本も算驚して居ら拠る。（同氏「前
　　掲書」」28州206頁謬照）。早川教授は所要流動摘i本縮額鷺算定して居られない。所嬰原科繭数燈
　　　は聯繭5割、夏繭2割、秋繭3測とし、其翠便は爽々10圓31、7圓30、7圃90、其の総儂額は
，　・313・46つ圓である。禽本論に早恥隙士計算にかxる流動養本として、382・268圓なる数字を掲げ
　　た所以は、當時原料繭代と加工費との割ft　82：18なりし幽よりして、舘i音の弊定したものであ
　　るo（早」悶博づヒ前掲書273．607琶r謬照）
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欄の轍字は、紙灘賄卜箪に際して儲し鋸る如く・：陽設榊簾・工囎模倣

小、欄論の物鮒1こ轍蠣低等に依曙しq腱を來帯働るが諮氏に依嚇定せ
られナ、鍵の陶隙比較的少く、固定難剛する流動簾咽合は略糊雛なつ嘱
’る．鞘が「製綜曾耐；に關する調査」に齢鄭せる辮・1よ・獅峨卿くである・之徽

　　　　　　　　　第1穣製辮圃：に於ける圃定資’鰍流動資本の割合

i陵揚

合名1
Sン1

合　資1283
牒式1、，。

固定寳1イド

　　　　円
5，！72．58⊃

4，576　117

93，2590441

獅二66°p1°3’°°8’138

繭溝費
数　　量

．生…綜製逝

数　　轍
羅代霰1ボニ鞭要欄鱗

　　　　贋　　　　　　貫　　　　　　mi　　　　　l塞ユ
1、679．183　　　365．787　7．556．324　4．145。510

　　　　　　　　　　　　　　1
2．258。907　　ン65．4681Q，165．082　8，675．145
　　　　　　　　　　　　　　1
13、680，761　4．65⊂〕，6536！．563、42552，706，431

　　　　　　　　　　　　　　i
17，639．667　5，789．041ン9，378：5：）265．6つ7、925

　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　Itl　　　　％
　11．701．834　　　　　31

　18．84⊂〕，227　　　　20

114，269、856　　　　45

i144・811・917　42

流動費本

の割含
％

69

80

5S

58

　　　鮒i　蓼・昭和・10孟ド度　「製赤糸會iltr：に二關する諸覆諜」　によりイ乍励～o

l　　　繭代Whは昭和o鶴度が1渦繭贋灘怖闘5°に塘き算し1け。
　　　　　　　加工費は1。年度の撰鞭糊・均加工拠嚇星。。斤常工81旧133に継算田すb

　　れば上述傭氏に依り示M・しナ撒字ε劇な罎なつてゐる・惟ふ1コ購搬湖三じたのは・

　　仁製綜會就に瀾する調査」に於ては、園定資灘中1こ休粟中叉は慶」ピr揚の固定資鵜製綜灘き者

…欝鷺鑑鷺駕欝繍諜張ll環鷲灘雛灘灘讐諜
iる繰縦譲裾るもσ淑、圃鞭巌部分が輔賢醐翻・起1聯であらう．1
に要ム癖勧な懸諜に方全ては灘疏魔圏瓶圃麟酬分醐鋤に簸性を加
　　へて來嬉臨鯛韻勧側舗瀬資巌に比すれ闘なり砂い漏し鎚襲㈱況が
　　酷繍た・勅蝶に於て翻審に然りであ・・鯛・斯・鞠・蝋期のが・蹴的隙

｝な機械設備でも可能であり、生薩の成黙零だに騨ゆ羅蜘こ品瓢勢購の鰍の齢如
…何に依存してゐる細醐めて大きし・旙ふ難業の欄より1畔してゐQので妨ラ・等し

｛く騨｝嫉配S．nる獣泌繊織傑の綱内に於ても・製織は殊に1醗麟の少い麟で
…あるのであつて、例斜磯械雌脚恥高い片愈難鰍を欄鰍鋤樹れば次卿く
i

i　である。
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿Pt．Pt　　　　　　　　　　　　　　　　－一”

｝（11）「製撤堅饗中に方1麗1綜留騨灘曇雛壽欝撚

i　ll　li忌繍’・羅lll難麟難騰
1　（の製柵旗關拓鱒磁警撤糊t・・6’も・礫製細潮して・よ・繍！。犠の蝋糊餓
i　　　　　　81　，1％なり。之を最近に・於ける運轄齢含と比鮫すれば次の如し。

1　　　年朋．蓮盤恰　　年朋　．蓮轍蛉
｝　…t一　φ一一t　”tt　78・2％　、’13・4・I　g5・。1・b　（粂國器槻騰瑞調論製欄・

1　：1，7。．：・雛：1611’孟鴇二銘製縣業麟｝）

1。3）昭ll戯。諦撫、，。轍，購蜘灘，喩総櫛囎額・・燃依

　

　　　　　　りてもtlAかなりo
l　（14）秣式鰍畷備の鞭に1寸ては、』本聯縷翻購醐是態醐鰍鰍る鍼鰍に於て1「k・
　　　　　　繭｛勲にも拘らず岡定搬…と瀬力費膿の比率は218となつて居る。

慧

1
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第四醜〕　　　　　　　貸借樹照表より見たる製続費本の構成　　　　　　　　　25丁

　　　　　　　　　第16表　製維震ε紡績業の固定資塵比較

t固麟脚配蹴に細裾U合　脇蹟本溝却年数重嫉
陵倉製・・「醗期鱗一ヲ『蚕㎝璽蒜「匹禰霧鉦

　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　t【二　　　　　　　　　年
　大正10年　　　　　47・1　　　　　46・3　　　　　20　　　　　　37
　　　ヱ　3　左移　　　　　　　　　　　　49．6　　　　　　　　　　　　64　4　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　61

　H召　不「1　　2　町乱　　　　　　　　　　　　50．9　層　　　　　　　　　　76．ゴ　　　・　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　66

備考近藤康i男民醒綜粟繍別論19頁港照1

　　　　　　　　　　　　　　　　　（乗　完）
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